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●⾃転⾞の台数の推移 （95 ページ） 
 2 つのポート間の自転車の台数の推移を図

で表し，状況を理解しやすくした。 

 
２ 知識，技能をスムーズに定着。 

既習事項との関連を配慮した。 
●組合せ （49 ページ） 

数学Ａで学ぶ組合せ記号 nCrの計算方法を

扱った。 

●反復試⾏ （54 ページ） 

 数学Ａで学ぶ反復試行について，二項分

布の冒頭で扱った。 

●平均値，分散，標準偏差 （100 ページ） 
 数学Ⅰで学ぶデータの平均値や分散，標

準偏差の公式を式だけでなく，言葉で表

した。 

 

学習内容の繋がりが把握しやすい。 
●既習事項を⽰す線 
 中学校や数学Ⅰ，それまでの項目で学習済みの内容には，そのことを示す線を引いた。 

 

１つの例・例題には，１つの学習内容のみを扱っているので，無理なく段階的に学習で
きる。 
●和の記号Σを⽤いた計算 （21〜24 ページ） 

 Σの公式を用いて和を求める問題を，次の①～③の 3 段階の例・例題に分けて解説し，丁

寧に扱った。 

  ①  

 

 

 

  ② 

    

 

 

 

 

  ③  
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-154 高等学校 数学 数学Ｂ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ｂ713 最新 数学Ｂ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 
１ 全体的な留意点 

１ 基礎的・基本的な知識及び技能が確実に理解できるように，平易な具体例による平

明な説明を第一とした。 

２ 学習内容の体系に留意しながら，それらを細分化して展開することで，学習事項が

確実に身につくように配慮した。 

３ 思考力，判断力，表現力を育成できるように，本教科書を使用する生徒の特性を踏

まえた問題を適切に扱うことを心掛けた。 

４ 日常の事象や社会の事象を扱い，数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようと

する態度等を養えるように配慮した。  

５ 内容の理解の定着のため，図版やレイアウトなど視覚面での工夫を心掛けた。 

 

 

２ 教科書の特⾊ 
１ 既習の学習内容に関連した項目では，導入にその復習を取り入れるなどして，接続

がスムーズになるように配慮した。さらに，中学校数学や数学Ⅰ，それまでの項目で

既習の内容を本文で扱う際は，既習の内容であることが分かるよう印を設けた。 

２ 豊富な具体例を段階的に配置することで，出来る限り広い層の生徒が理解できるよ

うに留意した。 

３ 重要事項は，適切な箇所に配置し，枠で囲んだり強調したりすることで，基礎的・

基本的な知識及び技能が確実に定着するように配慮した。 

４ 生徒自らが問題に取り組みそれを解決することは，学習内容の確実な定着を図るだ

けでなく，新たな学習事項に対して更なる関心や意欲を喚起するものである。そのた

め，本書では，この点に留意し，基本的な問題から標準的な問題を幅広く取り上げ

た。 

５ 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度等を養えるよう，章扉に

日常の事象や社会の事象を取り上げた。 

６ 多色刷のグラフや図を効果的に使い，視覚的にも理解を容易にするように配慮し

た。さらに，色覚の個人差を問わず多くの人が見やすいよう，カラーユニバーサルデ

ザインに配慮した。また，本文の和文書体として，多くの人が見やすく読みまちがえ

にくいデザインの文字（ユニバーサルデザインフォント）を用いた。 
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３ 教科書の構成要素 
[章扉] 

その章の内容に関連した日常の事象や社会の事象などの課題を紹介した。 

[例] 
本文の理解を助けるための具体的な例である。 

[例題] 
その項目の内容の基礎となる問題や代表的な問題である。 

必要に応じて「考え方」を記し，解答の方針などを示した。「解答」は，答案として

の一例である。 

[練習] 
例，例題の内容を反復学習するための問題である。 

巻末にその答えをまとめてあり，生徒が自学自習しやすいように配慮した。 

[次への⼀歩] 
その項目で学習した内容のうち，次の項目で必要な内容を確認するための問題であ

る。 

[深める] 
見方を変えて考えてみるなど，内容の理解を深めるための問題である。 

ページ下の脚注で扱っているので，必要に応じて取り組めるようにした。 

[振り返り] 
内容の区切りや節の終わりにある。それまでの基本事項をまとめた。 

また，それらの理解を深めるための問題を「問」で取り上げている。 

[節末問題] 
内容の区切りや節の終わりにある。 

節末問題Ａはその章の復習で，学習事項を確認するためのものである。 

節末問題Ｂはやや程度の高い問題を含んでいる。 

問題文に関連するページや例・例題番号を示し，フィードバック学習をできるように

した。 

[章末問題] 
各章の終わりにある。 

その章の内容全体の復習で，応用的な問題を中心に取り上げた。 

[研究] 
本文の内容に関連するやや程度の高い内容を扱った。場合によっては省略してもよ

い。 

[コ ラ ム] 
その章に関連した興味深い話題を取り上げた。 

 

インターネットへのリンクマーク 
この教科書に関連した参考資料，理解を助け

るアニメーション，活動を効果的に行うため

のツールなどが利用できる目印である。 

インターネットに接続することで活用できる。 
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４ 各章において配慮した点 
第１章 数列  第１節 数列とその和， 第２節 漸化式と数学的帰納法 

等差数列，等比数列の一般項や和の公式を導く際は，具体的な計算を例示すること

で，理解しやすくした。 

∑の計算や漸化式では，例，例題を段階的に細かく配置し，着実に理解できるように

配慮した。 

数学的帰納法では，平易な自然数に関する等式の証明を導入として取り上げ，証明の

原理を丁寧に解説した。また，倍数である証明，不等式の証明といった標準的な数学

的帰納法の問題も例題で扱った。 

第２章 統計的な推測  第１節 確率分布， 第２節 統計的な推測 

確率変数，確率分布においては，多くの具体例を挙げ，丁寧に解説した。 

正規分布については直感的に導入し，身長などの身近な具体例を取り上げて，統計的

な考え方が身につくように配慮した。また，二項分布が正規分布で近似される様子を

グラフで示し，その関連が理解しやすくなるようにした。 

標本調査については，無作為抽出の具体的な作業を解説するなど，親しみやすくし

た。大きな集団のもつ法則性を知る方法を，具体例を通して説明し，統計的な推測の

基本的な考え方が身につくように配慮した。 

第３章 数学と社会⽣活 

生徒がこれまで触れてきた，数学を活用して解決する現実の問題は，既に数学の問題

として解決できるように設定された後の問題であることがほとんどであった。そのた

め，「実際にこのような場面に遭遇することはない」と考え，数学が現実問題に役立

つことはないと感じている生徒もいるものと思われる。 

そのため，まず「数学の問題として解決できるように現実問題を単純化・理想化する

ような仮定をしてからその問題を解決し，さらに，その結果を吟味して仮定を変更

し，現実問題に近づけていく」という，数学を活用して現実問題を解決する手順を詳

しく述べ，「数学を社会生活に役立てる」という，第3章全体を通した指針となるよう

にした。その上で，具体的に数学を活用して解決する社会問題をいくつも取り上げ，

数学を用いて真に問題を解決できることが実感できるようにした。 

また，社会の中で目にするいくつかの数学的題材を取り上げ，数学的な視点で物事を

見る感覚が養えるようにした。 
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２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

第 1 章 数列 
第 1 節 数列とその和 
第２節 漸化式と数学的帰納法 

(1) 数列 
ア(ｱ)(ｲ)，イ(ｱ) 

ア(ｳ)(ｴ)，イ(ｲ)(ｳ) 

6～43ページ 28 

第２章 統計的な推測 
第 1 節 確率分布 
第２節 統計的な推測 

(2) 統計的な推測 
ア(ｲ)(ｳ)，イ(ｱ) 

ア(ｱ)(ｴ)，イ(ｱ)(ｲ) 

44～87ページ 32 

第３章 数学と社会⽣活 (3) 数学と社会生活 
ア(ｱ)(ｲ)，イ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)， 

内容の取扱い(2)(3) 

88～113ページ 30 

 
計 90 

 

 ※配当時数について 

配当時数は，教科書紙面の内容を取り上げる時数を想定したものである。実際の授業では，具体的な事象

の考察を通して数学への興味や関心を高め，数学をいろいろな場面で積極的に活用できるようにすること

が求められており，そのような数学的活動のための時数も考慮する必要がある。 
 

 
 
 


